








要約:本年度は、福渡班としての 3 年目であり、本来であるなら一区切りつけなければな

らないが、本コーホート調査は少なくとも 9年は継続する予定で行っているため、中間の

区切りを行うことにする。本年度のリサーチクスチョンは、(1)既存のフィールドスタデ

ィを分析し、肥満、高脂血症、高コレステロール血症のトラッキングを証明できないか、

(2)幼児期、学童期の効果的な食生活、運動の指導は何か、である。(1)のトラッキングに

ついては、森らが島根県出雲市のフィールド調査(Shimane Heart Study)の結果から、心

エコー記録の左室拡張末期径(LVDd)  と身長等の相関を観察し、身長と LVDd との間に正

の相関を認めた。また伊谷は、肥満と体型とトリグリセライドの関係を肥満児童生徒の長

期観察例から検討し、  トラッキング現象との関係を解析したが結論は今後に持ち越した。

この他、各協力者が昨年度までにいくつかの項目についてトラッキング現象が認められる

ことを報告したが、本年度は、肥満度、 コレステロール値、血圧と生活習慣、食生活と

の組合せ、肥満度と各種検査値との組合せ、家族歴の解析、児童の肥満度と父母の肥満度

について検討を行った。(2)の指導については、一年間での成果を正しく評価することは

困難であるので、本年は介入方法の検討と、保健指導の際に使用する資料の収集を行った。

介入方法の検討で注目されたのは、森尾が行った小学校の「学校保健だより」の調査であ

る。 「学校保健だより」は利用率が高いことが認められている。資料については、パン

フレット、  リーフレット等が数多く報告されているが、報告書に添付することが困難で

あるので、分担研究者か保存することとしている。蓑輪らは、児童生徒の肥満度と生活習

慣との関係を各コーホート地区を総合的に解析して、外食、間食の頻度、食事の早いもの

及び運動との関係を明らかにした。特に注目されるのは食事の早いものに肥満か多いこと

であった。


